
 

 

 

 

 

 

 

 

ナマステ阿弥陀仏 

 「南無阿弥陀仏（なもあみだぶつ）ってどういう意味ですか？」と聞かれたら、皆さんは何と答えま

すか。私達にとって身近なようで、よくよく考えると難しいお念仏ですが、実は、その語源はインドに

あります。 

南無阿弥陀仏は、南無と阿弥陀仏の２つの言葉に分けることができます。まず、南無はインドの挨拶

でよく使われる「ナマステ」と同じ意味です。ナマステには「こんにちは」「こんばんは」「ありがとう」

等、色々な意味があり、インドでは日常の様々な場面でよく使われています。 

 次に阿弥陀仏ですが、訳すと「限りが無い」「遮るものが無い」「無限」といった意味になり、仏教で

は、世の中の在り方そのものや、世の中の振る舞いを意味します。つまり、南無阿弥陀仏とは森羅万象、

全ての自然、生きもの、またそれらの営みに対し、感謝し、まっすぐに向き合っている姿そのものなの

です。 

南無阿弥陀仏といったから病気が治ったり、良いことが起こるわけではありません。南無阿弥陀仏と

自分自身に言い聞かせているわけです。世の中の在り方から目をそらすことなく、在りのままに見つめ

ながら人生を歩むこと、それがお念仏の道であり、仏道であり、南無阿弥陀仏なのです。 

 

親鸞聖人７５０回大遠忌法要 

本願寺の境内に入ると、向かって右に阿弥陀

堂、左に御影堂があります。阿弥陀堂には阿弥

陀如来像が、御影堂には親鸞聖人の木像が安置

されています。御影堂は２００９年末に平成大

修復を終えました。 

本願寺では、２０１１年の親鸞聖人７５０回

大遠忌法要を迎えるにあたり、様々な行事法要

を予定しています。 

５０年前の７００回大遠忌法要の時は、京都

の街が大騒ぎになったそうです。連日のように

本願寺に大勢の参拝者が押し寄せ、交通機関は

マヒし、宿は客でうまり、それはもうすごかっ

たそうです。大遠忌法要を皆さんもぜひ体験し

てみて下さい。 
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